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別紙１－２ 

本論文は、1900 年前後において韓国・ソウルで展開された旧日本陸軍の駐屯地設

定と駐屯地の周辺地域の形成を明らかにするものであり、6 章で構成されている。 

 第 1 章では、研究の目的と意義、視点、既往研究の批評と学術上の位置付け、研

究手法などが示された。 

第 2 章では、城壁都市ソウルの城壁内に日本軍駐屯地が設定されていく過程とそ

れに伴うソウルの都市構造の変化を論じた。日本軍は、1902～1904 年、ソウル城

壁内の南山北麓「筆洞」に歩兵 1 個大隊の永久駐屯地を建設した。それに伴い、こ

の周辺には、多くの日本人が居住する地区となった。その結果、「鐘路」を東西の都

市軸として北側と南側が二分されていたソウルの都市構造において、南側の地区の

中でも鐘路から離れていた南山の山麓の市街地化が進んだことが明らかになった。 

 第 3 章では、日露戦争から植民地支配開始直後の 1913 年までに建設されたソウ

ル・龍山の陸軍駐屯地について、その設定に関する問題を論じた。1904 年に日本陸

軍がソウルで新たに設定した軍用地は 300 万坪であったが、これは、日本陸軍の「軍

用地標準面積」に比べて約 5.7 倍であった。これは、軍用地の中に日本人居住地を

設定することを予定した方法であったことが文献調査から明らかになった。第 4 章

は、龍山駐屯地の建設過程と同時に進行した周囲の基盤整備を論じた。駐屯地建設

にともなって建設された軍用道路の一般供用、駐屯地以外の土地の民間人への貸下、

日本軍の駐留方法の変更にともなう多数の陸軍官舎の建設を通じて、駐屯地の西側

に市街地が成立し、それが、現在の龍山市街地の基になったことを明らかにした。

また、当時の日本国内の陸軍兵舎が木造であったのに対し、龍山の兵舎は煉瓦造で

あったことなど、国内の陸軍施設の違いを明らかにした。 

 第 5 章は陸軍部隊増設に伴う軍用地の拡張と周辺市街地の変化を論じた。朝鮮駐

屯軍の増設にともなう軍用地再編により軍用地の払下が始まり、また、陸軍部隊増

設にともなう軍関家者の人口増加も生じ、それが龍山市街地の発展を呼び起こした。 

第 6 章は結論である。上記の指摘により、日本軍の永久駐屯地の建設は、ソウル

城壁内の都市構造を大きく変化させ、ソウルの市街地が城壁を超えて龍山に広がっ

たことの主因をつくっていた。また、当時の日本国内の陸軍兵舎や将校宿舎と比べ

て、建築構造や設備の面で大きな違いがあった。 

 以上のように、本論文は、駐屯地設定の問題を建築史・都市史的問題としてとら

えた点、さらに丁寧な文献調査による事実の発掘、そして、軍用地設定がソウルの

都市形成に大きな影響を与えたことを解明した点が特に優れている。加えて、旧日

本軍龍山駐屯地を引き継いだアメリカ軍龍山基地の再開発に対し、そこに現存する

遺構に学術的価値を与えた。よって、本論文の提出者南 龍協さんは、博士（建築

学）の学位を得る資格があるものと判断した。 
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